
地
域
の
絆
を
育
む

　

私
た
ち
の
力
で
地
震
・
津
波
を
防

ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
被
害
を
最

小
限
に
と
ど
め
た
り
、
身
を
守
る
こ

と
は
で
き
る
は
ず
で
す
。
日
ご
ろ
か

ら
災
害
へ
備
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
、

助
け
合
い
な
が
ら
生
き
る
方
々
の
よ

う
に
、
地
域
の
人

と
人
と
の
絆
を
深

め
「
お
互
い
に
助

け
合
う
」
気
持
ち

を
育
む
こ
と
が
災

害
か
ら
身
を
守
る

こ
と
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

の
確
認
や
避
難
誘
導
な
ど
を
協
力
し

て
行
う
た
め
の
仕
組
み
作
り
を
目
的

と
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、

町
内
会
や
自
主
防
災
組
織
に
対
し
要

援
護
者
名
簿
へ
の
事
前
登
録
が
必
要

で
す
。
ま
た
名
簿
は
市
役
所
な
ど
と

共
有
し
救
助
活
動
な
ど
に
活
用
し
ま

す
。　

登
録
の
対
象
者
は
左
表
６
の

と
お
り
で
す
。

※
苫
小
牧
市
で
は
平
成　

年
５
月
現

２３

在
で
自
主
防
災
組
織
は　

町
内
会
、

５３

災
害
時
要
援
護
者
の
支
援
制
度
に
つ

い
て
は
、　

町
内
会
で
取
り
組
ん
で

３５

い
ま
す
。

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
ろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろ
のののののののののののののののののののの
備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備
ええええええええええええええええええええ

日
ご
ろ
の
備
え

　

い
ざ
と
い
う
と
き
に
慌
て
な
い
よ

う
に
、
家
族
で
防
災
会
議
を
開
き
、

災
害
時
の
集
合
場
所
や
連
絡
方
法
、

非
常
時
持
ち
出
し
品
な
ど
に
つ
い
て

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

左
の
表
２
は
避
難
す
る
と
き
に
、

最
初
に
持
ち
出
す
も
の
で
す
。
非
常

持
ち
出
し
品
を
用
意
し
て
リ
ュ
ッ
ク

な
ど
に
入
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。    

　

ま
た
災
害
復
旧
ま
で
の
数
日
分
（

最
低
３
日
分
）
の
水
、
食
料
、
燃
料

な
ど
を
家
庭
内
で
準
備
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報
のののののののののののののののののののの
収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

防
災
情
報
の
収
集

　

災
害
発
生
時
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、

広
報
車
な
ど
様
々
な
媒
体
を
通
じ
て

情
報
が
発
信
さ
れ
ま
す
が
、
「
停
電

に
よ
り
テ
レ
ビ
が
つ
か
な
い
」
「
道

路
が
破
壊
さ
れ
て
広
報
車
が
通
行
で

き
な
い
」
と
い
っ
た
事
態
が
起
こ
る

い
う
と
き
に
力
を
発
揮
し
ま
す
。

　

ま
た
、
「
共
助
」
を
よ
り
効
率
よ

く
行
う
制
度
と
し
て
「
自
主
防
災
組

織
の
結
成
」
と
「
災
害
時
要
援
護
者

の
支
援
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自
主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組
織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織

自
主
防
災
組
織

　

災
害
に
対
応
す
る
た
め
に
、
町
内

会
や
自
治
会
な
ど
が
主
体
と
な
っ
て
、

地
域
住
民
が
協
力
し
合
っ
て
自
発
的

に
つ
く
る
組
織
で
す
。

　

こ
の
組
織
は
、
地
域
の
防
災
活
動

の
拠
点
と
な
る
と
と
も
に
、
地
域
が

協
力
し
合
う
た
め
、
防
災
効
果
が
よ

り
一
層
高
く
な
り
ま
す
。（
表
５
）

災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害
時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時
要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要
援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援
護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
のののののののののののののののののののの

災
害
時
要
援
護
者
の　
　

　
　
　
　
　
　

支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援
制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度

支
援
制
度

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き

に
、
一
人
で
避
難
で
き
な
い
人
や
不

安
を
感
じ
る
人
に
対
し
て
、
町
内
会

や
自
主
防
災
組
織
な
ど
一
番
身
近
な

地
域
住
民
の
手
助
け
に
よ
り
、
安
否

防災知識の普及

平常時の活動
防災訓練の実施

避難所・避難場所の確認

地域の安全点検

災害弱者の把握

地域内の災害情報の収集・伝達

災害時の活動
避難誘導（特に災害弱者）

負傷者の救出救護

出火防止および初期消火活動

避難所運営の支援

自自自自自自自自自自主主主主主主主主主主防防防防防防防防防防災災災災災災災災災災組組組組組組組組組組織織織織織織織織織織のののののののののの主主主主主主主主主主なななななななななな活活活活活活活活活活動動動動動動動動動動自主防災組織の主な活動 表５
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対象者

居宅で生活する介
護保険の要介護３
以上の方

�

身体障がい（１・
２級）および知的
障がい（療養手帳
Ａ）の方　

�

その他希望する方
（高齢者世帯など）�

いつ災害が起きても、すぐに対応
できるように非常用品を備えてお
きましょう！

懐中電灯
予備の電池も準備
しておく

救急医薬品
傷薬、胃腸薬、ば
んそうこうなど

現金、預金通帳、
印鑑、権利書など

貴重品 飲料水・非常食

最低３日間分程度
の準備をする

～こんな物が役に立ちました～

非常用品を準備しよう！ 表２

　右下の表は阪神・淡路大震災において実
際に役立ったものについてアンケートを
行った結果です。　

　１位の懐中電灯、２
位の食料品は順当です
が３位にはラップが入
っています。これは怪
我をした時の包帯や三
角きんの代用品として
使用したり食事の時に
皿に敷けば、汚れない
ので、貴重な水を使っ
て洗う必要がないとい
うのが理由です。

懐中電灯１位

食料品２位

ラップ３位

ビニール袋４位

ラジオ５位

特集　津波への対応と自助・共助の重要性

ＡＭ・ＦＭ両方聞
けるもの

携帯ラジオ

衣類、タオル、雨
具など

衣類など

表６

��

　

災
害
時
に
あ
な
た
を
助
け
て
く
れ

る
の
は
誰
で
し
ょ
う
か
。
市
、
消
防
、

自
衛
隊
な
ど
の
行
政
が
助
け
て
く
れ

る
の
で
し
ょ
う
か
。
左
の
表
１
は
阪

神
・
淡
路
大
震
災
で
生
き
埋
め
や
閉

じ
込
め
ら
れ
た
人
の
救
助
を
誰
が

行
っ
た
か
を
表
し
た
も
の
で
す
。

　

一
般
的
に
災
害
の
規
模
が
大
き
く

な
る
ほ
ど
行
政
の
対
応
力
の
割
合
は

小
さ
く
な
り
ま
す
。
「
自
力
」
「
家

族
」
に
よ
る
救
助
（
自
助
）
は
約　
６７

％
、
「
友
人
・
隣
人
」
「
通
行
人
」

に
よ
る
救
助
（
共
助
）
が
約　

％
で

３１

救
急
や
自
衛
隊
な
ど
に
よ
る
（
公

助
）
は
２
％
に
も
満
た
な
い
割
合
で

し
た
。

　

い
か
に
自
助
や
共
助
が
重
要
で
あ

る
か
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

　

自　

助

　

「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」
が

防
災
の
基
本
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
普
段
か
ら
災
害
に
関
す
る
知

識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
、
「
何
を
」
、

「
ど
れ
く
ら
い
」
備
え
て
お
け
ば
よ

い
か
な
ど
、
災
害
に
対
す
る
準
備
を

行
う
こ
と
が
も
っ
と
も
重
要
で
す
。

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
携
帯
ラ
ジ
オ
も

有
効
で
す
が
、
他
に
も
災
害
に
備
え

て
一
つ
で
も
多
く
の
情
報
収
集
手
段

を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

な
お
、
北
海
道
で
は
、
防
災
や
避

難
に
関
す
る
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
北
海
道
防
災
情
報
」
、
携
帯
メ
ー

ル
「
防
災
情
報
メ
ー
ル
」
に
よ
り
配

信
し
て
い
ま
す
。（
下
表
３
を
参
照
）

エエエエエエエエエエエエエエエエエエエエ
リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ
アアアアアアアアアアアアアアアアアアアア
メメメメメメメメメメメメメメメメメメメメ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
のののののののののののののののののののの
活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用

エ
リ
ア
メ
ー
ル
の
活
用

　

苫
小
牧
市
で
は
新
た
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド

コ
モ
が
行
っ
て
い
る
エ
リ
ア
メ
ー
ル

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
災
害
時
に
災

害
・
避
難
情
報
を
９
月
１
日
か
ら
配

信
し
ま
す
。
２
０
０
７
年
秋
冬
以
降

発
売
モ
デ
ル
（
主
に　

ｉ
/　

ｉ
お

９０５

７０５

よ
び　

ｉ
/　

ｉ
シ
リ
ー
ズ
）
は
一

９０６

７０６

部
を
除
い
て
対
応
機
種
と
な
り
ま
す
。

（
機
種
の
確
認
方
法
は
下
表
４
を
参

照
）
な
お
機
種
に
よ
っ
て
は
受
信
設

定
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
２
０

０
８
年
冬
春
モ
デ
ル
以
降
の
エ
リ
ア

メ
ー
ル
対
応
機
種
（
Ｓ
Ｔ
Ｙ
Ｌ
Ｅ
、

Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
、
Ｐ
Ｒ
Ｏ
、
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｍ

Ｅ
シ
リ
ー
ズ
）
は
購
入
時
点
で
受
信

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

共　

助

　

初
期
消
火
や
被
災
者
の
救
出
、
救

護
な
ど
で
大
き
な
力
と
な
る
の
は
町

内
住
民
同
士
の
助
け
合
い
で
す
。
近

所
づ
き
あ
い
や
お
年
寄
り
へ
の
声
か

け
な
ど
、
日
ご
ろ
の
交
流
が
い
ざ
と
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　災害があった場合、消防などは１１９番通
報などの手段により救助要請を得て出動
にいたりますが、消防などが救助に来る
までに災害に遭われたみなさんが何をす
るのかが大変重要になると考えています。
　宮城県石巻市で、私が救援隊として活
動中であった３月２０日に、震災から２１７時
間後に８０歳の女性と１６歳の男性が倒壊し
た家屋から救出されたとの一報が入りま
した。台所に閉じ込めらているところを
２人で耐え、余震が落ち着いたところで
１６歳の男性が脱出し、周りにいた方に救
助要請し救出にいたりました。
　このケースでは偶然、閉じ困られた場
所が台所や冷蔵庫の近くであったため生
存できた例ではありますが、救助される
までにいかに助け合い・支えあって過ご
すかが大切であることがわかっていただ
けるかと思います。

自助の重要性

津波への対応と自助・共助の重要性

Special Edition
特集
防災

救 助 者 別 割 合

３４．９％自力

３１．９％家族

２８．１％友人・隣人

２．６％通行人

１．７％救助隊

０．８％その他

表１

 小野 　
お の

 勝也 
か つ や

さん

消防本部警防課

～東日本大震災の消防活動から～

エリアメール対応機種はドコモのホームページまたはｉモー
ドのｉメニューで確認することができます

詳細　北海道危機対策局危機対策課　�０１１-２０４-５００８

消消消消消消消消消消防防防防防防防防防防隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊員員員員員員員員員員のののののののののの声声声声声声声声声声消防隊員の声 北北北北北北北北北北北北北北北北海海海海海海海海海海海海海海海海道道道道道道道道道道道道道道道道防防防防防防防防防防防防防防防防災災災災災災災災災災災災災災災災情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報シシシシシシシシシシシシシシシシスススススススススススススススステテテテテテテテテテテテテテテテムムムムムムムムムムムムムムムム北海道防災情報システム 表３

操作方法
�お知らせ　��サービス・機能　��いつでもあんしん
��災害時 / 緊急速報「エリアメール」

エリアメール対応機種の確認方法 表４

不明な点はお問い合わせください　危機管理室　�３２-６２８０

メール配信する情報

気象警報・気象注意報・地震情報・津波情報・火山情報
・土砂災害警戒情報・竜巻注意情報・避難情報・指定河
川洪水予報・防災（緊急ニュース情報）・防災ニュース

ＱＲコードからもアクセスで
きます（携帯電話）�

登 録 方 法

パソコンは　　http://www.bousai-hokkaido.jp/　　へ

携帯電話は　　http://i.bousai-hokkaido.jp/　　へ

北海道では、わたしたち自らの安全を守るための災害情報
を、ホームページ「北海道防災情報」および携帯メール
「防災情報メール」で配信しています。


